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Abstract (Aim, Use
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Contents)

本研究の目的は、異なる成形方法により作製されたガラス繊維強化プラスチック
（GFRP）試料に対して非破壊検査を実施し、内部欠陥の傾向を評価することであ
る。成形方法の違いが複合材料内部構造や品質に及ぼす影響を明らかにすることを
目的としている。使用された成形法は以下の4種類である：① 手積み真空バッグ成
形法（Hand lay-up + Vacuum bag）② RTM（Resin Transfer Molding）法③ プリ
プレグ真空バッグ成形法④ ホットプレス成形法本非破壊検査により得られた結果を、
各成形法で得られたGFRP材料の引張試験結果と比較・検討し、成形プロセス最適
化への知見を得ることを目指した。

実験
Experimental

各種成形法により作製されたGFRP板状試料を対象に、X線透過観察（マイクロX
線CT）による非破壊検査を実施した。
観察は主に、内部の気泡、樹脂の未含浸部、層間剥離などの欠陥の有無および分布
状態に着目して行った。加えて、同一試料に対し引張試験を実施し、強度との相関
を確認した。

結果と考察
Results and Discussion

非破壊検査の結果、以下の傾向が確認された。 ホットプレス成形法で作製された試
料は、内部欠陥が最も少なく、繊維含浸状態も良好であった。 RTM法も比較的良
好な結果を示し、欠陥の分布は局所的かつ軽微であった。 手積み真空バッグ成形法
では、一部に樹脂未含浸や空隙の存在が確認された。 プリプレグ真空バッグ成形法
では、想定よりも欠陥が多く、特に層間の剥離が複数観察された。 これらの結果は、
引張試験で得られた機械的強度の傾向とも一致しており、ホットプレス > RTM >
手積み > プリプレグの順で強度も高かった。 本検討により、成形法がGFRPの内部
品質および力学特性に大きく影響することが改めて示された。特にホットプレス法
は一貫した高品質を得る手法として有望であると考えられる。
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